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【景気判断・製造業の経済動向分析・経済対策等への利活用例】

① 鉱工業指数（ＩＩＰ）作成のための基礎データ（生産・出荷・在庫指数等の作成において利用）
② 四半期別ＧＤＰ速報（ＱＥ）及びＧＤＰ確報作成のための基礎データ
（製造業部門推計において利用）

③ 産業連関表（取引基本表、延長表）作成のための基礎データ

２．調査結果の利活用状況（主なもの）

【行政施策における利活用例】

○ 産業振興施策、中小企業施策、環境・リサイクル、災害復旧対策、省エネルギー・省資源対策、貿易
摩擦・通商対策の基礎資料

【民間分野における利活用例】

○ 業界団体において当該業界の業況把握、景気判断、需要予測を行う際の基礎データ



３．変更内容

② 調査票の統合による大括り化（３.②）

① 調査品目等の見直し（３.①）
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注）今回の変更では、調査計画の本文は変更なし
別表１（品目の名称）、別表２（調査票様式）、別表３（公表内容）を
変更する計画

③ 集計事項の見直し（３.③）





５．主な変更内容（３.①）（案）調査品目等の見直し例（その他１）

①染色整理

変更内容 現 行 変更案 理由
・生産内訳の変
更

調査品目別に、生産（加工高）の
内訳の詳細（精錬・漂白品、浸染
品、なっ染品及び整理）を把握

調査品目別に、生産（加工高）の総額を
把握し、調査品目を統合した「織物」、
「ニット生地」については、引き続き生産内
訳別の加工高を把握

秘匿が多く発生していることから、秘
匿解消して結果表章を可能とする
ため
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○ 製品に係る調査品目の見直しのほか、以下の変更を計画

精錬・漂白
品 浸染品 なっ染品 整理 月末在庫

織物 綿織物

そ毛織物

：

加工賃
ニット
生地

たて編 合成繊維
丸編 合成繊維

その他の丸
編
加工賃

加工高 月末在庫
織物 綿織物

そ毛織物

：
ニット生
地

たて編 合成繊維
丸編 合成繊維

その他の丸編

精錬・漂白
品 浸染品 なっ染品 整理

加工高
織物

ニット生地

加工賃
織物

ニット生地

生産（加工高）調査品目

＜現行＞ ＜変更案＞
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変更内容 現 行 変更案 理由
②用途別生産内
訳の変更

・「毛織物」のうち「紡毛」について、用途別
に「生産内訳」を把握
（「毛織物」のうち「そ毛」については用途別
の「生産内訳」を把握せず）

・「そ毛」と「紡毛」を合わせた「毛織
物」の用途別の「生産内訳」の把
握

これまで「毛織物」のうち「紡毛」の「生産
内訳」のみを把握してきたが、生産量の
減少により調査品目の「そ毛」と「紡毛」
を「毛織物」に統合することに伴い、「紡
毛」を特掲して把握する必要性が低下し
たため

③受入内訳の変
更

「電気がま」等について
・「受入」を「国内」と「国外」に分けて把握

「受入」のみ把握（「国内」、「国
外」を廃止）

「国内」、「国外」の内訳については、かつ
て海外からの受入が多い品目について、
販売数量に占める国内生産の割合等を
分析するため把握することとなっていたが、
現在は、使用に関する実績がなく、行政
ニーズが低下したため

④労務欄の変更
（従業者数調
査）

・ 有機薬品部門
・ その他の石油化学製品部門

有機薬品・その他の石油化学製品
部門

左記は化学工業品目の労務部門であり、
当該部門に係る結果表については、これ
までも複数の調査票における労務欄を個
別に表章するニーズはなく、これらは合算
して公表してきた。今回、これらの調査票
が統合され、労務欄を個別に設ける必
要がないことから、現行の公表区分どおり
に再編するため

・プラスチック部門（石油化学月報）
・プラスチック部門（プラスチック月報）

プラスチック部門

・ コールタール製品・環式中間物及び合成
染料部門
・ 環式中間物部門
・ 芳香族製品部門

その他の化学製品部門

⑤名称変更 ・「トンネル掘削機」 ・「掘削機（ショベル系を除く）」 経済センサスの分類名に合わせるため

６．主な変更内容（３.①）（案）調査品目等の見直し例（その他２）










